
 

 

研究期報№109 

架空地線の素線溶損時における残存引張荷重特性に関する研究 

 

 

目  的 

 架空地線の素線が溶損した場合、溶損した断面積を素線本数に換算し、その

本数に応じて軽微なものはアーマロッド補修など簡易な補修を行い、重大なも

のは溶損個所の部分的な新線への張替等を行っている。 

 しかしながら、溶損断面積の素線本数換算は主観に頼っているところがあり、

また、素線が溶損したより線は素線切れとは異なり、溶損度合いによる残存引

張荷重が明確には分からない。このため、残存引張荷重を定量的に推定する手

法について研究を行い、設備保全の合理化をはかる。 

 

主な成果 

 素線が溶損した架空地線の残存引張荷重の減少度合いは、溶損したより線断

面積の減少度合いより大きいことが分かった。さらに、各素線の状態から残存

引張荷重を定量的に推定する手法を得たことで、損傷具合に応じた、より適切

な補修方法の選択ができると期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

図 1 素線溶損より線サンプルの様相 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 より線引張試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 3 引張荷重-伸び特性    図 4 より線残存引張荷重推定 
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46kN 

溶損素線破断 

3本 

素線 4本相当値 

76.6×(4/7)≒43.8kN 

実力値 76.6kN 

健全素線破断 

4本 

溶損より線 

AC55mm2(23AC:7/3.2) 
② 

③ ④ 

① 

⑦ ⑥ 

⑤ 

健全なより線の最小引張荷重(実力値)を76.6kNとし、各素線の断面積

残存率を引張荷重残存率として考えると、 

①→②→③→④⑤⑥⑦の順に、 

①・・・・・・76.6×(7/7)×63.7％＝48.8 

②・・・・・・76.6×(6/7)×75.1％＝49.3 

③・・・・・・76.6×(5/7)×79.7％＝43.6 

④⑤⑥⑦・・・76.6×(4/7)×100 ％＝43.8 

付近の引張荷重で各素線が破断に至るものと想定される。 

このため、溶損したより線の残存引張荷重は、おおよそ49.3kNと推定

される。 

AC55mm2(23AC:7/3.2) 断面積
残存率

(mm2) %Δ S(%)

① 5.12 63.7

② 6.04 75.1

③ 6.41 79.7

④ 8.04 100

⑤ 8.04 100

⑥ 8.04 100

⑦ 8.04 100

断面積
№

AC55mm2(23AC:7/3.2) 

通過電荷量:50.3C 
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電荷量 （Ｃ）

AC55mm2（23AC:7/3.2） 

実力値:76.6kN 

実力値に対して 

約 37%の減 

規格値 64.3kN 
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電荷量（C） 

溶損面積を合計1本分と見積もると 

残存引張荷重は、1本/7本＝約15％の減 同条件で作成した 

サンプルの断面写真 

48.5kN 


